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高精細映像の
学校教育での活用
～「8Kズーム視聴技術」の可能性～

メディア研究部  宇治橋祐之

NHKは2018年12月1日，従来のハイビジョ
ン（約200万画素）の約16倍の約3,300万画素
の高精細な映像が見られる8Kスーパーハイビ
ジョン放送を開始した。高精細な映像は，放
送だけでなくさまざまな産業分野での可能性が
注目されている。例えば医療分野では内視鏡
手術や遠隔手術支援システムでの活用などが期
待されている1）。また，8K空撮映像から地震
による断層や要救助者を発見することで防災・
減災につなげたり，人工知能・AIによる画像
認識を導入することで防災報道の高度化に活用
ができたりする可能性も指摘されている2）。こ
れらの事例では，映像を拡大して詳細に見られ
ることが大きな効果を発揮している。

高精細映像の特性を学校教育で活用できな
いかという試みも長く行われてきた。NHK放送
文化研究所では1990年代にそれまでのNTSC
標準テレビ放送（走査線525本）と，約2倍の
1,125本の走査線を持つハイビジョン映像（現
在の2Kに相当）の視聴比較調査を行っている。
特に印象と理解で，高精細映像のハイビジョン
に優位性があったが，効果を定着させるような
視聴後の指導が必要であると報告している 3）。

8Kについては，2017年6月に鳴門教育大学
大学院の藤村裕一准教授（当時）の監修のも
と，滋賀県の草津市立草津小学校と玉川中学
校美術部の協力を得て「8Kスーパーハイビジョ
ンを活用した授業 」をNHKが実施している。

草津小学校の体育館に85インチの8Kモニター
と22.2chの立体音響システムを設置し，『8Kで
体験！牧野植物ふしぎ図鑑 』（特別編集版）な
どを視聴する授業である。①子どもの反応観察

（表情やつぶやきなど），②視聴後の学習記録
（「植物観察カード」など）の比較，③視聴後の
感想文・インタビューからは，「超高画質・3次
元音響により，興味・関心の高まりや集中力の
持続がみられ，学習意欲の高まりにつながった」

「学習記録比較では8Kの直接的効果は限定的
であり，発達と育ちへの配慮が必須と考えられ
る」などの結果を得た 4）。

高精細映像は印象や理解，興味・関心の高
まりには効果がみられるが，授業で利用する場
合は，視聴後の指導や，年齢に応じた発達と
育ちへの配慮が必要ではないかという指摘が
されてきた。

〈8K映像と「8Kズーム視聴技術」を用いた

実証授業の概要〉

2022年10月11日，NHKメディア総局展開セ
ンターとNHKエデュケーショナルは，教育目的
での高精細コンテンツの活用効果を実証するた
め，8Kコンテンツを用いた実証授業を，横浜
市立仏向小学校の協力を得て行った。

対象については検討を重ねた結果，6年生の
社会科で実施することとなった。大きな要因とし
ては，NHKが蓄積してきた文化・美術分野のさ
まざまな8Kコンテンツが，「我が国の代表的な文
化遺産を通して学習できるように配慮すること」
と学習指導要領に明記された小6社会の授業で
活用できる可能性が高いことが挙げられる。

そのうえで年間カリキュラムを考慮して，「江
戸時代」に関連するコンテンツを使用すること
とし，浮世絵に描かれた世界をひもといた番組
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画像 1　枠線一斉表示（「極暑あそび」（三代豊国））

画像 2　授業者が選択した児童の枠線表示（「極暑あそび」（三代豊国））

『浮世絵EDO-LIFE』を教材とすること
になった。番組視聴と，番組で使用され
ている高精細な浮世絵画像の鑑賞を組み
合わせることで，学習者主体の授業が展
開できると判断した結果である。

今回の授業では，『浮世絵EDO-LIFE』
の「男たちのボートレース 北寿“下総銚
子浦鰹釣舟之図 ”」5）と「江戸のマーメイ
ド出現!? 三代豊国“極暑あそび ”」6）の 
2本の番組と，浮世絵の高精細画像とし
て「冨嶽三十六景 神奈川沖浪裏 」（北
斎），「下総銚子浦鰹釣舟之図」（北寿），

「極暑あそび」（三代豊国）の3点が利用
された。

8Kの浮世絵画像の鑑賞には，NHK
放送技術研究所が開発した「8Kズーム
視聴技術」と「視聴領域共有システム」
を使用した 7）。
① 授業者は，複数の浮世絵の高精細画

像の中から授業の進行に合わせて画像を選
択，8Kモニターに提示する画像の選択・切
り替えを行うと児童のタブレットも一斉に同
じ画像に切り替わる。

② 児童は，各自のタブレット端末で浮世絵の中
のそれぞれが興味を持った部分を，解像度
を落とさずに400%まで拡大。スワイプしな
がら自由に視点を切り替えて鑑賞できる。

③ 授業者は，各児童が選択している領域を示
す枠を8Kモニターに表示し，児童がお互い
の体験を共有することができる。なお授業
者は，児童全員（今回は26名）の枠線を一
斉表示することで，各児童が興味を持った
部分の集中やばらつきなどを知ることが可能
となる（画像1）。

④ また，個々の枠線にはあらかじめ設定した児

童の名前（今回は出席番号）も表示され，授
業者は選択した児童の枠線だけをモニター
に表示したり拡大したりすることで，その児
童の発言につなげることができる（画像2）。

〈授業の様子〉

授業は，NHKで用意した「8K大型モニター
（70インチ，タッチパネルつき）」「Wi-Fiルー
ター」「8K画像出力用パソコン」「8K番組の再
生機」などと，学校所有の児童のタブレット端
末（iPad）を利用して行われた。45分間の授業
の流れは下記のとおりである。
①江戸時代の様子の確認

教科書の江戸時代の日本橋の様子を描いた
絵巻「熈

き

代
だい

勝覧」の写真（8Kではない）を授
業者がデジタル化したものから，時代背景を
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確認する。
②「めあて」の確認

授業の「めあて」として「浮世絵を見てわかる
ことから，江戸時代に生まれた文化の特徴
を考えよう」を確認する。

③1枚目の8K画像提示
神奈川県ゆかりの「冨嶽三十六景 神奈川沖
浪裏」を提示，浮世絵への興味づけを行う。

④2枚目の8K画像提示
「下総銚子浦鰹釣舟之図」を提示。児童は自
分の端末で自由に拡大し，釣り舟や釣り人の
様子などからわかることを読み取る。

⑤気づきの発表1
児童は自分が気になった箇所について「なぜ
気になったか」を発表する。授業者はその部
分を拡大してクラス全体で体験を共有する。

⑥番組（8K）の提示１
「下総銚子浦鰹釣舟之図」を解説した番組
（8K）を視聴し，この浮世絵が何を表してい
るものだったかを確認する。

⑦3枚目の8K画像提示
「極暑あそび」を提示，④と同様の活動を行う。

⑧気づきの発表 2
⑤と同様に気づいたことを発表。

⑨番組（8K）の提示2
「極暑あそび」を解説した番組（8K）を視聴
し，浮世絵の内容を確認する。

⑩まとめ
浮世絵が生まれた理由を考え，次回の授業
への見通しを持つ。

〈児童の反応と授業者の感想〉

授業後に仏向小学校が実施したアンケートで
は，「いつものテレビの映像に比べて発見は多
くできましたか」という質問に対して，26名中

17名の児童が「いつもより多く発見できた」と
回答した 8）。また，授業後の児童のヒアリング
や感想文には次のような意見が寄せられた。

【画像のきれいさ，わかりやすさ】
• いつもよりきれいに見れて，拡大や枠があり，

とてもわかりやすかったです！
【細部の閲覧による気づき】
• 仲がよさそうとか，笑っている（映像）がたく

さんあった。江戸は，戦いがたくさんあった
時代とは真逆。

【視点の共有による活動の変化】
• 自分の考えを発表するときに，自分の着目し

ている箇所を指定できるので，いつもより発
表しやすかった。

また，授業を行った教師は以下のように述
べている。

【学習のねらいの達成】
• 細部まではっきり見えることで疑問が生まれ，

授業そのものへの関心につながった。
【普段の画像を見せて考えさせる授業との違い】
• 8Kを用いることで，細部まで言及する児童が

多く，細部を読み解いて，ほかの情報と関連
づけて考える姿がみられた。

【高精細コンテンツの課題】
• 自由度が高い一方，児童の意見が拡散してし

まうため，授業者によるナビゲートが重要。

また，実証授業から数日後の授業で歌舞伎
の話をしたときに，「児童たちが自主的に教科
書の歌舞伎役者の表情から，「これは，どの
ような場面か」を読み取り始めた。8Kコンテン
ツを使った実証授業によって多様な視点，観
察力そのものを育むことができたのではない
か」と，効果の継続についても語っている。
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〈今後の可能性〉

実証授業を監修した，小学校教員の経験も
ある放送大学の佐藤幸江客員教授は，以下の
4点を指摘している。

【高精細画像＋タブレット端末】
• 細部の画像を見ることで，根拠を持って話し

合いができていた。
• １人１台の端末で拡大・縮小ができるので，

資料を焦点化して見られることがよかった。
【高精細画像＋視聴領域共有システム】
• 授業者は，子どもたちが着目している箇所を

把握できたため，「皆こういうところを見てい
るね。でもこんなところを見ている友達もいる
よ」という示唆をすることができた。

• 子どもたち自身にとっても，自分の着目してい
る箇所と，ほかの友達の見方・考え方がどう
違うのかを理解できるよい機能だと思った。

以下は実証授業を見学した筆者の私見であ
るが，今回の授業では，8Kの高精細映像と視
聴領域共有システムを組み合わせたことで，こ
れまで指摘されてきた，視聴後の指導や，発
達と育ちへの配慮が一定程度解決したと考えら
れ，可能性を感じた。

タブレット端末で読んだ文章をハイライト機
能で共有するソーシャルリーディングや，学習者
用のデジタル教科書のマーカー機能の共有に関
する研究 9）が進められているが，今後，視聴領
域の共有に関する研究はますます必要と考えら
れる。その際に映像を拡大して読み解くことが
できる高精細画像は必須であろう。

8Kの高精細映像を教室で見られる環境は
現在の教室にはないが，「GIGAスクール構想」
で児童生徒に１人１台の端末が整備されたこと
で，児童生徒が主体となりコンテンツを自由に

閲覧し，お互いに共有する授業はこれから増え
ていくと考えられる。学習者主体がさらに進む
と考えられる学校教育の場で，高精細な映像と
その表現力を生かすにはどうすればよいか，今
後も調査研究を続けていきたい。

（うじはし ゆうじ）
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て視聴できる技術であるが，今回は静止画での
ズームと，関連技術である「視聴領域共有システ
ム」を利用した。詳細は下記参照のこと。
・森翔平，西村敏「8Kコンテンツの教育活用

に向けた教師-生徒間における視聴領域共
有システムの開発」『映像情報メディア学会
2022年冬季大会予稿集』21B04

	 8）	「まぁまぁ発見できた」は7名，「いつもの映像と
比べて変わらない」と「いつもより発見しにくかっ
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